
【事業概要】
［財団設立経緯等］

　株式会社ニトリホールディングスは、「住まいの豊かさを世界の人々に提供する」というロマン（志）のもと、商品の提供など事業活動
の多くをアジア諸国に支えられてきました。「お世話になったアジア諸国に恩返しがしたい」という思い、「アジア諸国の若者たちの勉
学上の夢が叶うことを願い」から、2005年3月、本財団代表理事似鳥昭雄（株式会社ニトリホールディングス代表取締役会長）の私財
寄附により、似鳥国際奨学財団が設立されました。
　アジア諸国からの留学生のうち、志操堅実、学力優秀でありながら、経済的理由により学業の継続が困難な者に対して「奨学援助」
を無償で行い、もって、諸国の友好親善と人材の育成を目的としておりました。その後内閣府へ公益財団への移行申請を行ない、
2009年10月1日には、公益財団法人となりました。移行後は、対象範囲をアジア諸国から世界各国へ広げ、現在は日本国内事業とし
て、アジアのみならず世界各国から日本に留学している外国人留学生、日本人大学生、日本の高校生に奨学援助を行っております。
そして、海外に関しましては、台湾・ベトナム・アメリカ・中国に海外現地奨学金事業も行ってまいりました。
今後とも、さらに充実した活動を行い、微力ながら世界各国の人材育成に力を尽くしたいと存じます。
　以下、公益財団法人としての14年目の当年度事業の実施状況をご報告申しあげます。

Ⅰ.事業の状況

　(１)奨学金支給事業

　【日本国内奨学金部門】
　　　　　2018年度採用実績

区分 奨学生 秋卒業

外国人留学生 79 5

日本人大学生 63 0

高校生 42 0

合計 184 5

奨学金総額　164,670,000円
　※期間中の休止3名、途中退会3名

　　 ①外国人留学生
　　　　　2018年度外国人留学生採用人数　計79名
　　　　　奨学生の内訳は以下の通りになります。

出身別　9ヶ国・地域
人数 構成比 人数 構成比

1 58 73% 東京大学 13 16%
2 6 8% 2 早稲田大学 8 10%
3 4 5% 3 京都大学 7 9%
4 4 5% 4 慶應義塾大学 4 5%
5 2 3% 5 神戸大学 4 5%
6 2 3% 6 名古屋大学 3 4%
7 1 1% 7 上智大学 3 4%
8 1 1% 8 東北大学 3 4%
9 1 1% 9 北海道大学 3 4%

10 79 100% 10 筑波大学 3 4%
11 11 明治大学 2 3%
12 性別 12 滋賀大学 2 3%
13 人数 構成比 13 電気通信大学 2 3%
14 48 61% 14 一橋大学 1 1%

31 39% 15 東京工業大学 1 1%
79 100% 16 大阪大学 1 1%

17 東京農工大学 1 1%
学年別 18 九州大学 1 1%

人数 構成比 19 横浜国立大学 1 1%
1 7 9% 20 青山学院大学 1 1%
2 15 19% 21 京都府立大学 1 1%

6 8% 22 関西学院大学 1 1%
11 14% 23 立命館アジア太平洋大学 1 1%
40 51% 24 関西大学 1 1%
79 100% 25 首都大学東京 1 1%

1 26 秋田大学 1 1%
2 27 高崎経済大学 1 1%
3 28 名古屋市立大学 1 1%
4 29 明治学院大学 1 1%

30 新潟大学 1 1%
31 茨城大学 1 1%
32 静岡大学 1 1%

山梨大学 1 1%
名桜大学 1 1%
城西国際大学 1 1%

33 79 100%

女性
男性
合計

マレーシア

アメリカ
コロンビア
ナイジュリア
合計

性別

修士1年
修士2年
合計

在籍大学

在籍学年
学部2年
学部3年

ベトナム

台湾

モンゴル

大学別　32ヶ校

合計

国籍
中国

韓国

学部4年

事　業　報　告
(2018年4月1日から2019年3月31日まで)

支給金額

11万円
8万円（自宅外生）
5万円（自宅生）

4万円/3万円
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　　　②日本人大学生 35

　　　　　2018年度日本人大学生採用人数　計63名 36

　　　　　奨学生の内訳は以下の通りになります。 37

性別 大学別　28校
人数 構成比 人数 構成比
35 56% 早稲田大学 11 17%
28 44% 東京大学 10 16%
63 100% 慶應義塾大学 6 10%

京都大学 4 6%
上智大学 3 5%
一橋大学 2 3%
東京理科大学 2 3%

1 学年別 明治大学 2 3%
人数 構成比 九州大学 2 3%
11 17% 学習院大学 2 3%
27 43% 東京学芸大学 2 3%
9 14% 国際基督教大学 1 2%
15 24% 東京工業大学 1 2%
1 2% 東京外国語大学 1 2%
63 100% お茶の水女子大学 1 2%

神戸大学 1 2%
東北大学 1 2%
北海道大学 1 2%
東京農工大学 1 2%
中央大学 1 2%
青山学院大学 1 2%
関西大学 1 2%
大阪府立大学 1 2%
信州大学 1 2%
茨城大学 1 2%
日本大学 1 2%
創価大学 1 2%
国士舘大学 1 2%

63 100%

　　　③高校生
　　　　　2018年度高校生採用人数　計42名
　　　　　奨学生の内訳は以下の通りになります。 36

37

性別 高等学校別　33校
人数 構成比 人数 構成比
28 67% 3 7%
14 33% 3 7%
42 100% 2 5%

2 5%
学年別 2 5%

人数 構成比 2 5%
15 36% 2 5%
12 29% 1 2%
15 36% 1 2%
42 100% 1 2%

1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
1 2%
42 100%

学年

合計

在籍高等学校名

学部5年

性別

合計

西大和学園高等学校
お茶の水女子大学附属高等学校
大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎

合計

女性
男性

性別
女性
男性
合計

在籍学年

東京学芸大学附属高等学校

高校1年

学部1年
学部2年
学部3年
学部4年

高校2年

合計

福岡県立福岡高等学校
久留米大学附設高等学校

在籍大学

市立札幌旭丘高等学校

神奈川県立湘南高等学校

青森県立八戸高等学校

大分県立大分上野丘高等学校

高校3年

熊本県立熊本高等学校 

愛媛県立松山東高等学校

長野県塩尻志学館高等学校

合計

宮城県宮城第一高等学校

福岡大学附属大濠高等学校

渋谷教育学園幕張高等学校

聖ウルスラ学院英智高等学校

早稲田大学高等学院

知徳高等学校

東京家政大学附属女子高等学校

攻玉社高等学校

京都教育大学附属高等学校

国立沖縄工業高等専門学校

筑波大学附属高等学校

北海道札幌南高等学校

ＮＨＫ学園高等学校

雲雀丘学園高等学校

岐阜県立大垣北高等学校

江戸川学園取手中・高等学校

宮城学院高等学校

早稲田大学本庄高等学院

札幌日本大学高等学校

四條畷学園高等学校
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　　　(2)住宅費補助費の支給

本期間、上記奨学生（外国人留学生）14名に対し、月額4万円の住宅補助費を支給しました。

住宅補助費合計　6,720,000円

　　　(3)次年度（2019年度）奨学生の選考及び結果
2019年2月4日開催の選考委員会にて以下のように計198名を2019年度（上期）の奨学生として採用を決定しました。

区分 奨学生

外国人留学生 60

日本人大学生 74

高校生 64

合計 198

※高校生は、2018年度秋採用27名の継続生を含む。

　【海外奨学金部門】
　　　(１)2018年度奨学生の奨学金支給

計324名の海外奨学生へ奨学金を支給致します。

奨学金合計　　57,237,755円

内訳は以下の通りになります。

台湾　8校

　　　
人数(名)

一人当たり年
額(元)

合計支給額
(元)

1 30 100,000 3,000,000
2 6 100,000 600,000
3 6 100,000 600,000
4 6 100,000 600,000
5 4 100,000 400,000
6 4 100,000 400,000
7 4 100,000 400,000
8 4 100,000 400,000

64 6,400,000

ベトナム　10校

人数(名)
一人当たり年

額(ドン)
合計支給額

(ドン)
1 10 1,300万 13,000万
2 10 1,300万 13,000万
3 10 1,300万 13,000万
4 10 1,300万 13,000万
5 10 1,300万 13,000万
6 10 1,300万 13,000万
7 10 1,300万 13,000万
8 10 1,300万 13,000万
9 10 1,300万 13,000万

10 10 1,300万 13,000万
3 100 130,000万

4

中国 16校

人数(名)
一人当たり年

額(元)
合計支給額

(元)
1 10 10,000 100,000
2 10 10,000 100,000
3 10 10,000 100,000
4 10 10,000 100,000
5 10 10,000 100,000
6 10 10,000 100,000
7 10 10,000 100,000
8 10 10,000 100,000
9 10 10,000 100,000

10 10 10,000 100,000
11 10 10,000 100,000
12 10 10,000 100,000
13 10 10,000 100,000
14 10 10,000 100,000
15 10 10,000 100,000
16 10 10,000 100,000

160 1,600,000

四川大学

大学名

合計
同済大学

ハノイ大学
貿易大学
国民経済大学

南京大学

4万円

ベトナム国家大学ハノイ校

武漢大学

中山大学

華中師範大学

東南大学

重慶大学

ハノイ工科大学

ハノイ師範大学

天津大学

ハノイ商科大学

台北科技大学
東呉大学
東海大学

中興大学

計

大学名

台湾大学

中正大学

ハノイ交通運輸大学

ホーチミン市工科大学

浙江大学

大学名

北京大学

計

西安交通大学

ハノイ産業大学

南開大学

淡江大学

支給金額

11万円

西南交通大学
湖南大学

中国人民大学
北京師範大学

8万円（自宅外生）
5万円（自宅生）
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Ⅱ．交流事業

4 本期間、交流事業として以下の事業を実施いたしました。

5
2018年5月17日～26日 【第5回】アメリカセミナー開催

2018年度は財団生から、30名がアメリカセミナーに参加しました。
流通業が発展し、先駆的な施策に取り組む企業も多いアメリカで、理論研修ののち、
現地の生活と、それを支えるチェーンストア企業を視察。研修成果の発表などを行いました。

2018年6月2日 【第1回】中国現地奨学金授与式 兼 交流会
2014年度からは、日本国内のみならず海外現地大学生への支援活動事業を始め、
台湾、ベトナム、アメリカに続き、2017年度より、中国現地奨学金事業が開始されました。
2017年度支援を行った、18大学、134名の学生への授与式と交流会を行いました。

成果発表

集合写真 課題討論講義

ファッションコンクール 観光

集合写真 入団証書 授与

各大学代表者集合写真 奨学生スピーチ 代表先生講話

代表理事講話

OGスピーチ 懇親会の様子OGによる中国伝統舞踊披露
「天女散花」
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2018年9月15日 秋交流会
2018年度の秋交流会が開催され、14ヵ国・地域の奨学生、合計220名（現役生132名、OB/OG88名)が
参加しました。劇団四季の「ライオンキング」を観劇後、東京プリンスホテルに向かい、懇親会を
行いました。過去最大規模の交流会になり、ご来賓と各業界で活躍しているOB/OG、財団生が集まり、
終始笑顔あふれる楽しい会となり、さらに交流が深まりました。

2018年10月13日 Drum TAO 観劇
日本の最新エンターテイメントであるTAO Drumを観劇しました。財団生22名が参加し、
美しい旋律、洗練されたデザイン性の高い衣装、驚異のパフォーマンスを五感で楽しみました。

2018年11月3日 就職サポート
就職活動をサポートする為、ニトリ東京本部でインターンシップを開催しました。
財団生28名が参加し、グループ内討論を通して、業界研究および企業理念の重要さを
体感することができました。インターンシップ終了後、財団生の懇親会を開催し、
とても有意義な時間を過ごせました。

歓談の様子

集合写真 Durm TAO観劇 Durm TAO舞台

業界研究 グループ内討論 懇親会

財団生

スペシャルステージ
ライオンキングの観劇

OBスピーチ集合写真 代表理事挨拶
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2018年11月8日 東京大学寄附講座
2015年度より代表理事が毎年東京大学で「流通と経営戦略」を開講しています。「流通を科学する」を
テーマとし、流通業の姿とニトリの成長経験談を東京大学の学生に具体的に伝えました。
講義終了後、東京大学在学中の財団生を含む220名の大規模な懇親会が開催されました。
代表理事に、直接質問が出来る貴重な機会となり、多くのアドバイスを受けました。

2019年3月31日 2019年度　入団式　兼　2018年度　卒団式
2019年度入団式と、2018年度卒団式を開催しました。財団生、卒団生、OB/OGの合わせて
191名が参加し、新規入団生の奨学金授与式を行うと共に、38名の卒団生の門出を祝福しました。
懇親会では奨学生との交流以外にも、来賓の方々から、多くのアドバイスを受けることができました。

集合写真 代表理事講話 祝辞

歓談

講義中の様子 懇親会集合写真

ガイダンス 入団生決意表明 卒団証書授与

入団生スピーチ 懇親会

代表理事

スペシャルステージ

財団生

スペシャルステージ
財団生から

サプライズプレゼント
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その他： 『似鳥国際奨学財団新聞』発行
2018年度も財団活動の紹介とアピールのツールとして財団新聞を発行しました。
財団の行事をテーマに活動の様子の紹介と関連情報を掲載し、現役生、ＯＢ/ＯＧへも配布し、
さらに宣伝用で全国の高校、大学へも配布実施しました。

『SNS』を通じた財団広報活動
Facebookに続き、Wechat、LINEなど、SNSを利用し、財団広報を行いました。
奨学生及びOB/OGの方々との交流を深めることと、財団活動を世界に発信することを目的とし、
財団のイベント予告、イベント報告、募集ニュース発信などを積極的に行いました。
OB/OG・現役生さらに中国現地奨学金の学校先生との繋がりもSNSを通じて実現できました。

『ポスター掲示箇所の拡大』による認知向上
(株)ニトリ国内515店舗のご協力で、各店舗に奨学生募集ポスターを掲示しました。
年間1億6000万人のお客様が利用される店舗にポスターの掲示をしたことにより、
似鳥国際奨学財団へのエントリー数を増やすことができました。

Ⅱ．処務の概要
　１．役員に関する事項
　　　(1)2019年3月31日時点の役員

2019年3月31日時点の本財団役員は以下の通りになります。

氏名
似鳥   昭雄
亀井　淳
吉村　作治
中村　元彦
杉田　亮毅

長瀬　透
似鳥　靖季

監　　　事

役職
代表理事
理　　　事

評議員

公益社団法人似鳥文化財団　理事

職名
㈱ニトリホールディングス　代表取締役会長
㈱パートナーズ企画
東日本国際大学　学長 / 早稲田大学　名誉教授
公認会計士
公益社団法人日本経済研究センター　参与
兼　株式会社日本経済新聞社　顧問
政策研究大学院大学　客員教授

財団新聞7号財団新聞6号 Wechat LINE

Facebook

ポスターの掲示
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　２．会議に関する事項
　　　(1)理事会

2018年 第1回理事会 書面決議
2018年 第2回理事会 東京
2019年 第3回理事会 東京

　　　(2)評議員会
2018年 第1回評議員会 東京

　　　(3)奨学生選考委員会
2019年 2019年度(上 東京

外国人留学生
日本人大学生 同時開催　
日本人高校生

事業報告の附属明細書
＊2018年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人法に関する法律施行規則」第34条第3項に規程する付属明細書
「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成を省略する。

6月8日
6月26日
3月13日

6月26日

2月4日
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